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第３学年 技術・家庭科（技術分野）学習指導案

牛久市立牛久第三中学校 教諭 髙崎 満

１ 題材名 プログラムと計測・制御

２ 指導目標
生活や技術への 身の回りで見られる計測・制御について興味をもち，コンピュータ
関心・意欲・態度 をはたらかせるプログラムの機能や処理の手順について関心を高める｡

生活を工夫し
課題解決のために，プログラムの手順を工夫することができる。

創造する能力

生活の技能 コンピュータを用いた簡単なプログラムの作成や計測・制御ができ
る。

生活や技術につい 簡単なプログラムの作成に関する知識をもち，計測・制御について
ての知識・理解 理解している。

３ 指導にあたって
(1) 題材観

今日の私たちの生活の中では，様々なところで組み込み式のコンピュータ

が活用され，生活を豊かで便利なものにしている。しかし，表面的にはコン

ピュータの存在が分からないため，コンピュータを利用していると気付かず

に機器を利用していることが多い。プログラムと計測・制御の学習は，生徒

がコンピュータに命令を入力し，計画通りに動作するか確かめるなど直接的

に体験し学習することができる題材である。

(2) 生徒の実態

これまでに技術科の学習で行ってきた「課題を解決する学習」に対しての

意識調査では，学習の課題をみつけることが「できた，どちらかといえばで

きた」と答えた生徒は25人であったが，学習や活動の手順や計画を考えるの

が「できた，どちらかといえばできた」と答えた生徒は12人であり，活動後

に学習してきた事を説明することが「できた，どちらかといえばできた」と

答えた生徒は16人であった。学習の課題を把握し，課題を解決したという実

感をもつことはできているが，見通しをもって学習に取り組むことや，学習

したことを説明することを苦手としている様子がうかがえる。課題解決に向

けて見通しをもって活動したり，学習した内容を振り返る場面を設定するな

ど，題材を工夫する必要性があると考えた。

(3) 指導観

文字や数字といった情報を処理するために，アプリケーションソフトの利

用方法や，情報の収集，加工，発信のために，情報通信ネットワークについ

て学習することは，現在の高度情報化社会の中では重要なことである。しか

し，今日のコンピュータでは利用するためにプログラムをつくる必要はなく

なってきている。コンピュータをはたらかせるプログラムの機能や様々な家

庭用電気製品の中で使われている計測・制御の仕方を学習することで，さま

ざまな製品の中でコンピュータが使われ，私たちの生活を豊かで便利なもの

にしていることを理解させたい。
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４ 指導と評価の計画
(1) 題材の評価規準

生活や技術への 生活を工夫し 生活の技能 生活や技術についての
関心・意欲・態度 創造する能力 知識・理解

・ コンピュータを用い ・ 計測・制御にかかわ ・ コンピュータを用い ・ 簡単なプログラムの
たプログラムに関心を る課題を設定し，その た簡単なプログラムの 作成に関する知識を身
もち，身の回りで見ら 課題解決のためにプロ 作成，及び計測・制御 に付け，コンピュータ
れる計測・制御につい グラムの手順を工夫し ができる。 を用いた計測・制御の
て調べようとしている｡ 創造している。 仕組みについて理解し

ている。
・ 身の回りにあるコン ・ コンピュータを用い ・ コンピュータを用い ・ 簡単な計測・制御の
ピュータを用いた計測 て目的に応じた計測・ て簡単な計測や動く模 構成要素に関する知識

・ 制御の機器について 制御の方法を工夫して 型の制御をすることが を身に付けている。
調べようとしている。 いる。 できる。 ・ 生活とコンピュータ

題 ・ コンピュータを働か ・ サンプルプログラム ・ 簡単なプログラムの を用いた計測・制御シ
せるプログラムに関心 を用いて，課題を解決 作成ができる。 ステムとの関係につい
をもち，その役割とそ するために，情報処理 ・ サンプルプログラム て理解している。
の機能について考えよ の手順を工夫している｡ をもとに，簡単なプロ ・ 簡単なプログラムの
うとしている。 グラムの編集・作成が 作成に関する知識を身

材 ・ 簡単なプログラムの できる。 に付けている。
作成に取り組んでみよ ・ 簡単なプログラムの
うとしている。 作成の手順について理

解している。
・ 身の回りにある電気 ・ 洗濯に関する問題か ・ 簡単な命令を使って, ・ 簡単な制御に関する
製品について，どのよ ら課題を設定している｡ 洗濯機の模型の制御 知識を身に付けている｡

学 うに生活を改善してき ・ 課題を解決するため ができる。 ・ 計測・制御システム
たか調べようとしてい に，計測・制御の方法 ・ 目的に応じた洗濯機 とプログラムに関する

習 る。 を工夫している。 の模型の制御ができる｡ 知識を身に付けている｡
・ 目的の動作をさせる ・ 簡単な計測・制御に

活 ために必要な制御方法 関する知識を身に付け
を調べようとしている｡ ている｡

動 ・ 簡単な制御に取り ・ 生活とコンピュータ
組んでみようとして を用いた計測・制御シ
いる。 ステムとの関係につい

て理解している。

(2) 全体計画
第１次 コンピュータを使って洗濯機を制御しよう。 -------- ７時間
第１時 生活を改善した電気製品を探そう。 ……………… １時間
第２時 洗濯機を制御しよう。 ……………………………… ２時間
第３時 自分流の洗濯プログラムをつくろう。 …………… ３時間

（本時はその１・２時間目）
第４時 洗濯プログラムを評価・修正しよう。 …………… １時間

第２次 プログラム言語でプログラムをしよう。 ------------ ６時間
(3) 本時にかかわる活動計画
第１次（７時間取り扱い）
学習過程 学習活動・内容 ○指導上の留意点 ◎評価規準

生活を改善した電気製品を探そう。 ○ 日常生活で使用している機器を紹介し，
（１時間） 生活上の課題を解決した例を示す。

○ 生活上の課題を解決した技術を考 ○ 家庭用電気製品が生活上の課題をどのよ
える。 うに解決してきたのかを考えさせ，生活を

○ 生活を改善した電気製品を探す。 改善するための技術の役割について知らせ
・ 生活上の課題を考える。 る。
・ どんな見通しからつくられたか ◎ 身の回りにある電気製品が，どのように
考える。 生活を改善してきたか調べようとしている｡

・ どのように解決したか考える｡ （関－観察，学習カード）
・ 生活をどのように改善したか考
える。

○ コンピュータの存在を探す。
洗濯機を制御しよう。（２時間） ○ 生活を改善してきた電気製品をどのよう
◇ 洗濯機の模型を制御しよう。（1/2） にコンピュータが制御しているのか，実習
○ 洗濯機の機能を考える。 を通して学習していくことを確認する。
○ 制御システムの使い方を知る。
○ 洗濯機の模型を制御して動作させ ○ 制御ソフトや制御ボードの使い方につい
る。 て指導する。

○ 洗濯機の登場で，洗濯の仕事がど ◎ 簡単な命令を使って，洗濯機の模型を制
のように変わったか考える。 御することができる。 （技－観察）

◎ 簡単な制御に関する知識を身に付けてい
る。 （知－学習カード）
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◇ 洗濯機の模型の機能を増やそう。
（2/2)

○ 現在の洗濯機と比べて不足してい ○ 現在の洗濯機の動きをもとにして，洗濯
るところを探す。 機の模型をプログラムで制御していくこと
・ パルセータを反転させる。 を知らせる。
・ 反転を繰り返す。 ○ 洗濯機の模型で制御できる部分を説明し,
・ 脱水槽を回す。 制御ソフト中の命令との対応について確認

○ 不足している機能を実現するため をする。
に，必要な動作になるように制御す ◎ 目的の動作をさせるために必要な制御方
る。 法を調べようとしている。

○ 機能を追加できたか評価する。 （関－観察）
○ 処理手順を分かりやすく表すために流れ

○ 計測・制御システムとプログラム 図があることを知らせる。
についてまとめる。 ◎ 計測・制御システムとプログラムに関す

る知識を身に付けている。
（知－学習カード）

自分流の洗濯プログラムをつくろう。
（３時間） ○ 家庭での聞き取り調査を行い，どのよう

◇ 自動洗濯機の仕様書をつくろう。 な生活上の課題があるか事前調査をしてお
(1/3本時) くようにさせる。

○ 生活の中の洗濯について考える｡ ○ 洗濯という仕事の労力を保護者アンケー
トをもとに考えさせ，洗濯の仕事が自動化

○ 自動洗濯機の洗濯の工程について された結果，生活がどのように変化したか
考える。 考えさせる。
洗い→すすぎ→脱水

○ 洗濯機の模型ではどのような動作 ◎ 簡単な制御に取り組んでみようとしてい
になるか考え，自動化に向けて仕様 る。 （関－観察）
書をつくる｡

◇ 仕様書からプログラムをつくろう｡ ○ 洗濯の手順をメインルーチンで作成し,
(2/3本時･3/3) それぞれの工程をサブルーチンで作成する

○ 洗濯機の模型をプログラムで制御 ことを確認する。
する。 ○ 洗濯機の一連の動作がプログラムで制御

○ 安全性からの課題を考える。 できたか確認後，安全上から問題を提起す
る。

◎ 課題を解決するために，計測・制御の方
○ 課題を解決できたか評価する。 法を工夫している。

（工－観察・学習カード）

○ 洗濯に関する保護者対象のアンケート結
◇ 自分流のプログラムをつくろう。 果を紹介し，課題を見付けるための資料と
○ 洗濯の課題を見付ける。 する｡
○ 課題を解決する方法を考える。 ○ 計画通りに動作した場合には，必ず生活
○ 必要な動作になるように，プログ 上の課題に戻って評価することを確認する｡
ラムで制御する。 ◎ 目的に応じた制御ができる。

○ 課題を解決できたか評価する。 （技－観察・プログラム）
○ 洗濯機の動作の様子が分かる視聴覚教材
を用意し，評価の参考にさせる。

洗濯プログラムを評価・修正しよう。 ○ 生活の視点から，できあがった自分流の
（１時間） 洗濯プログラムを評価することを確認する｡

○ 相互評価をもとに，洗濯プログラ
ムが生活上の課題を解決しているか ○ 現在の洗濯機の中に組み込まれている様
評価する。 々なセンサや，センサの情報をもとに制御

○ 相互評価をもとに修正する。 しているコンピュータについて，学習を振
○ 解決できなかった問題点をまとめ り返りながら説明する。
る。

○ 生活とコンピュータを用いた計測 ◎ 生活とコンピュータを用いた計測・制御
・制御システムとの関係についてま システムとの関係について理解している。
とめる。 （知－学習カード）

５ 本時の指導
(1) 目標
○ 洗濯機の模型を制御することを通して，コンピュータを用いた計測・制
御の仕組みについて理解し，条件に応じた制御プログラムをつくることが
できる。

(2) 準備・資料
学習カード，洗濯機の模型，制御ソフト，制御ボード，洗濯に関するア

ンケート結果，洗濯機の動作の視聴覚教材

生活上の課題

技術的な見通し

技術的な判断

生活からの評価

生活上の課題

技術的な見通し

技術的な判断

生活からの評価

生活上の課題

技術的な見通し

技術的な判断

生活からの評価

生活上の課題

技術的な見通し

技術的な判断

生活からの評価

技術的な見通し

技術的な判断

生活からの評価
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(3) 展開
過程 学習内容・活動 ○指導 ◎評価

１ 学習内容を確認する。 ○ これまでの学習で作成した洗濯機の制御プログラ
ムを組み合わせたり，変更したりしながら，生活上

自分流の洗濯プログラムをつくろう。 の課題を解決していくことを説明する。

２ 自動洗濯機の仕様書をつくる。
(1) 生活の中での洗濯について考える｡ ○ 洗濯という仕事の労力を，保護者のアンケートの

中から時間についての結果をもとに考えさせ，洗濯
(2) 自動洗濯機の工程について考える｡ 機がない状態から，現在のように自動化されたこと

洗い→すすぎ→脱水 で生活が改善されたことに気付かせる。
(3) 洗濯機の模型では，どのような動 ○ 前時までに作成してきた洗濯機の各工程のプログ
作になるか考え，自動化に向けて仕 ラムを，サブルーチンとして使えることを確認する｡
様書をつくる。 ○ プログラムの設計図を「仕様書」としてまとめる

ことを確認する。

３ 仕様書からプログラムをつくろう。 ○ 洗濯の全行程を確かめると時間がかかるので，各
(1) プログラム作成上の注意事項を確 工程の中で，ある程度動作が確認できたときには次
認する。 の工程に進むように，センサ２を使うことを確認す
・センサ２の使い方 る。

(2) 仕様書をもとにプログラムを作成 ○ 机間指導をし，制御ソフトの使用法についての指
する。 導をする。

(3) 仕様書通りに動いているか確認す ○ 必ずプログラムには個別の名前を付けて保存させ,
る。 プログラムの履歴が残るようにさせる。

◎ 簡単な制御に取り組んでみようとしている。
（関－観察）

４ 安全面から課題を考える。
(1) 洗濯機を使うときに危ない状態を ○ これまでは，洗濯の利便性を課題にしてきたこと
考える。 を確認し，洗濯機を使う際の安全性について考える
・ ふたが開いたままで脱水の操 必要性を説明する。
作をすると危ない。 ○ どのような状態が安全性から考えた上で課題にな

・ 脱水の動作中にふたを開ける るのか考えさせ，センサを使った制御の必要性につ
と危ない。 いて説明する。

(2) 安全性を考え，問題が発生する条 ○ どの部分を変更するか確認させ，変更の前には必
件にあわせた処理をするようにプロ ずプログラムを保存させる。
グラムを変更する。 ○ 机間指導で，センサを使ったプログラムの方法に

ついて個別に指導する。
(3) 危険な状態を防ぐように動作して ◎ 課題を解決するために，計測・制御の方法を工夫
いるか評価する。 している。 （工－観察，学習カード）

○ 計画通りに動作しない場合や，プログラムに間違
いがある場合には，プログラムをすぐに修正させ，
確認させる。

５ 自分流のプログラムをつくろう。
(1) 洗濯の課題を見付ける。 ○ 保護者アンケートの結果を提示し，課題を見付け
・ 泥汚れが落ちない。 るための資料とする。
・ しわになる。 ○ 洗濯機の模型では，モータの回転速度は一定なの

で，水流の強さを変えるには，モータの制御方法を
工夫する必要があることを知らせる。

(2) どのようにすれば課題が解決しそ ○ 洗濯機の模型を制御するプログラムのどの部分を
うか見通しをまとめる。 変更すれば課題が解決できるか確認させる｡

(3) 洗濯機の仕様書をつくる。
(4) 仕様書をもとにプログラムをつく ◎ 目的に応じた制御ができる。
る。 （技－観察，プログラム）

(5) 仕様書通りに動いているか確認す ○ 実際の洗濯機の水流とパルセータの動きを映像資
る。 料として準備し，生徒が考えた方法が正しいか確か

められるようにしておく。
６ 本時のまとめをする。
(1) 本時のまとめをする。 ○ いろいろな環境や状態を計測するセンサと，そこ
(2) 自己評価をする。 からの情報を処理しているコンピュータの関係につ
(3) 次時の確認をする。 いて説明する。

◎ 簡単な計測・制御に関する知識を身に付けている｡
（知－学習カード）
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